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① 【資料３】 ３ １０
未来へつなぐ子育て・教育
充実事業

市岡委員

Ｐ６施策№２１「【新規】ふくしまの
誰一人取り残さない教育体制整備事
業」と事業概要が同じである。同じ事
業か。

教育庁
特別支援教育課

　事業名等が修正されておりませんでした。
正しくは、「【新規】ふくしま誰一人取り残さない教育体制整備事業」で
す。
施策№２１と同事業。

② 冨樫委員
来春から合理的配慮の義務期間が施行
されるが、周知あるいは普及啓発に関
して、どのような取組をしているか。

保健福祉部
障がい福祉課

　企業における合理的配慮の提供が義務化されることを受けての県の取組は
以下のとおりです。

①合理的配慮に関する動画を作成し、県公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルに掲
載中（Ｒ４年度）
　「障がいのある方もない方も共に暮らしやすい福島県にするために」
　（差別解消法の概要説明 編）（合理的配慮事例 編）

②「合理的配慮ガイドブック」の作成（Ｒ４年度）

　※１、２ については、事業団体にも通知済み

③企業向け理解促進事業（Ｒ５年度）　※委託準備中
  ・合理的配慮セミナー
　　企業を対象にした合理的配慮の提供についてのセミナーを
　　実施し、理解促進を図る。
　・補助犬理解促進
　　業種ごとに、実際の店舗等を会場として、補助犬の役割や
　　配慮が必要なポイント等についての研修を実施する。

③ 佐藤委員

自治会館東玄関の階段について、同じ
色なので段差が分かりづらい。当事者
がどのように感じるか検証しながら対
応していただきたい。

総務部
施設管理課

現在の階段（タイル仕上げ）の段差が見やすくなるよう塗装等による改良を
検討し、色覚障がい者の見え方でシミュレーションした結果、段鼻の配色を
黒とすることに決定。※別添資料参照
段鼻の塗装については施工業者・資材の手配中ですが、準備が整い次第速や
かに実施いたします。
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